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とくに優秀だった発表に対しては各賞が授与されました

平成19年度
国有林野事業業務研究発表会 開催
　林野庁では、森林管理局等における現場業務の実行を通じて得られた森林の整備手法の確立、
国民参加の森林づくり、森林環境教育支援等に関する取組成果を広く一般に普及するため、毎年
度「研究発表会」を開催しています。今年度も発表会が11月 27日に開催され、計25組が発表
しました。

林
野
庁
が
主
催
す
る
「
国
有
林
野
事
業

業
務
研
究
発
表
会
」
が
十
一
月
二
十
七
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
第
四
十
回

と
な
る
こ
の
発
表
会
は
、
森
林
管
理
局
な

ど
に
お
け
る
現
場
業
務
か
ら
得
ら
れ
た
森

林
の
整
備
手
法
の
確
立
、
国
民
参
加
の
森

林
づ
く
り
、
森
林
環
境
教
育
支
援
な
ど
に

関
す
る
取
組
み
成
果
を
広
く
一
般
に
普
及

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
度
開
か
れ

て
い
ま
す
。

取
組
み
の
内
容
に
よ
り
「
森
林
技
術
部

門
」
と
「
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
」
に
分
類

し
、
技
術
部
門
で
は
森
林
の
効
率
的
な
整

備
お
よ
び
適
切
な
保
全
、
職
員
の
安
全
衛

生
意
識
の
向
上
、
効
果
的
な
業
務
運
営
な

ど
に
、
ふ
れ
あ
い
部
門
は
国
民
参
加
の
森

林
づ
く
り
の
推
進
、
自
然
再
生
へ
の
取
り

組
み
、
森
林
環
境
教
育
支
援
へ
の
あ
り
方

な
ど
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
技
術
部
門

で
は
十
五
組
、
ふ
れ
あ
い
部
門
で
は
十
組

が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

現
場
で
の
取
組
み
成
果
を

発
表
す
る
場

（
優
秀
賞
）
を
受
賞
し
た
の
は
中
部
森
林

管
理
局
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
の
「
地
域
に

適
応
し
た
路
網
整
備
を
軸
と
す
る
低
コ
ス

ト
作
業
シ
ス
テ
ム
へ
の
取
組
」。「
低
コ
ス

ト
作
業
シ
ス
テ
ム
を
緊
急
な
課
題
と
位
置

づ
け
、
中
部
森
林
管
理
局
管
内
へ
の
導
入

お
よ
び
普
及
に
向
け
た
取
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。

同
じ
く
林
野
庁
長
官
賞
（
優
秀
賞
）
を

受
賞
し
た
北
海
道
森
林
管
理
局
後
志
森
林

管
理
署
は
「
転
石
固
定
工
に
よ
る
落
石
防

止
対
策
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

転
石
被
害
の
防
止
対
策
と
し
て
、
既
存
の

工
法
で
は
施
工
困
難
な
現
地
条
件
を
考
慮

技
術
部
門
で
林
野
庁
長
官

賞
（
最
優
秀
省
）
を
受
賞
し

た
の
は
東
北
森
林
管
理
局
森

林
技
術
セ
ン
タ
ー
の
「
ス
ギ

若
齢
人
工
林
の
ヒ
バ
混
交
林

へ
の
誘
導
に
つ
い
て
」
で
し

た
。
ヒ
バ
の
天
然
更
新
が
み

ら
れ
る
ス
ギ
の
生
育
不
良
地

に
お
い
て
、
両
樹
種
の
地
形

な
ど
に
対
す
る
適
性
を
検
証

し
、
混
交
林
へ
誘
導
す
る
た

め
の
手
法
を
考
察
し
た
も
の

で
す
。

同
部
門
で
林
野
庁
長
官
賞

発表に対して質疑応答も活発におこなわれました

森
林
整
備
の
技
術
を

評
価
す
る
技
術
部
門
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し
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
リ
ン
グ
状
に
組

み
立
て
て
斜
面
を
覆
う
工
法
を
検
討
し
た

も
の
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
林
業
機
械
化
協
会
会
長
賞

を
東
北
森
林
管
理
局
山
形
森
林
管
理
署
最

上
支
署
に
よ
る
「
国
有
林
野
事
業
に
お
け

る
携
帯
型
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
精
度
と
活
用
方
法
に

関
す
る
考
察
」
が
受
賞
、
ま
た
林
業
・
木

材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
会
長
賞
を

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
三
重
森
林
管
理
署

の
「
森
林
管
理
に
お
け
る
ハ
チ
誘
引
捕
殺

器
の
功
罪
に
つ
い
て
」
が
受
賞
し
て
い
ま

す
。

ふ
れ
あ
い
部
門
で
林
野
庁
長
官
賞
（
最

優
秀
省
）
を
受
賞
し
た
の
は
、
中
部
森
林

管
理
局
飛
騨
森
林
管
理
署
の
「
地
域
と
連

携
し
た
環
境
教
育
・
環
境
保
全
の
取
り
組

み
」
で
し
た
。
地
域
に
密
着
し
た
森
林
環

境
教
育
の
継
続
性
を
図
る
た
め
、
北
ア
ル

プ
ス
双
六
池
の
環
境
保
全
活
動
な
ど
で
森

林
管
理
署
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
た
取
組
み
を
発
表
し
ま

し
た
。

同
部
門
で
の
林
野
庁
長
官
賞
（
優
秀

賞
）
は
北
海
道
森
林
管
理
局
保
全
調
整
課

の
「
森
林
官
の
ミ
ニ
コ
ミ
活
動
か
ら
始
ま

る
地
域
理
解
の
再
構
築
」
が
受
賞
し
ま
し

た
。
毎
月
、
遠
別
町
全
世
帯
に
森
林
官
手

作
り
の
ミ
ニ
コ
ミ
誌
「
遠
別
の
森
か
ら
」

を
届
け
な
が
ら
地
域
と
の
接
点
を
再
構
築

し
た
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
全
国
木
材
組
合
連
合
会
会

長
賞
を
東
北
森
林
管
理
局
の
米
代
西
部
森

林
管
理
署
の
「
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
の

『
総
合
学
習
』
の
進
め
方
」
が
受
賞
、
全

国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
長
賞

を
関
東
森
林
管
理
局
計
画
課
の
「
考
え
る

森
林
教
室
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
の
取
組
み
は
、
地
域

の
特
色
を
活
か
し
、
独
自
性
に
と
ん
だ
創

意
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
発
表
が
現
場
に
普
及
し
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

対
応
し
た
森
林
整
備
や
、
林
業
・
木
材
産

業
の
再
生
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
森

林
環
境
教
育
の
取
組
み
等
が
着
実
に
進
め

ら
れ
る
と
と
も
に
来
年
も
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
発
表
が
こ
れ
に
続
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

森
林
を
用
い
た
幅
広
い
活
動

を
評
価
す
る
ふ
れ
あ
い
部
門

森林ふれあい部門

1 転石固定工による落石防止対策について
北海道局後志森林管理署　佐藤忍　福士忍　梅田貢氏

2 スギ超長伐期林における収穫予想表の調製に向けた取組
東北局計画課・住田町産業振興課　和泉慎太郎　英賀慶彦

3 国有林野事業における携帯型GPSの精度と活用方法に関する考察　
東北局山形森林管理署最上支署　西川美智子　三井栄子

4 亜高山帯風衝地の崩壊法面における自生植生を利用した植生回復の取組について
関東局日光森林管理署・栃木県大田原土木事務所・東電設計㈱　平井信彰　宮田悦央　村岡政行

5 木材の安定供給体制に対する民有林・国有林の取組について
関東局群馬森林管理署・群馬県藤岡環境森林事務所　高田悟　小澤正和

6 地域に適応した路網整備を軸とする低コスト作業システムへの取組
中部局森林技術センター　大林誠司　熊澤智史

7 伊崎国有林における自然再生に関する取組－カワウによる森林被害対策－
近畿中国局箕面森林環境保全ふれあいセンター・滋賀森林管理署　上村邦雄　山本正志

8 天然林におけるスギ天然更新技術の確立（経過報告）
四国局森林技術センター　鷹野孝司

9 高密度作業路網の状況調査について
四国局四万十森林管理署　古庄弘英

10 針広混交林の試植検定林の設定
九州局森林技術センター　下村治雄　木﨑真一郎

11 スギ人工木材の島外出荷に関する取組について
九州局屋久島森林管理署　本田勝美　草野正揮

12 簡易丸太柵工の開発－間伐木及び風倒木の利用拡大に向けて－
近畿中国森林技術センター　早田慎司　元田啓介

13 森林管理におけるハチ誘引捕殺器の功罪について－より効率的な設置を目指して－
近畿中国局三重森林管理署　田口康宏

14 スギ若齢人工林のヒバ混交林への誘導について
東北局森林技術センター　尾上好男　木村正彦

15 高齢級人工林のモニタリング調査
関東局森林技術センター　池田伸　竹澤和亮

1 森林環境教育の推進～鹿児島森人類の育成～
九州局鹿児島森林管理署　永吉国視　小薄政弘

2 森林環境教育の実践と子供たちへの効果
四国局四万十川森林環境保全ふれあいセンター　柏木喜代幸

3 森林・林業についての「総合学習」の進め方
東北局米代西部森林管理署　中山昌弘

4 自然休養林の活用方法について～ポロトの森を事例として～
北海道局胆振東部森林管理署　山下誠護　黒田大樹

5 島根森林管理署における森林環境教育への取り組み
近畿中国局島根森林管理署　樋口千代子　古里隆定

6 地域と連携した環境教育・環境保全の取り組み
中部局飛騨森林管理署　大西沙織　目黒雅大

7 考える森林教室
関東局計画課　木俣かおり

8 白神山地周辺における森林環境教育推進の取組について
東北局藤里森林センター　石川敏

9 森林官のミニコミ活動から始まる地域理解の再構築
北海道局保全調整課　中鍵貴之

10 国有林の森林リソースマップ作成プロセスについて
北海道局上川南部森林管理署　西梅慶臣

森林技術部門

ふれあい部門最優秀賞を受賞した
中部局飛騨森林管理署の発表

技術部門最優秀賞を受賞した
東北局森林技術センターの発表

研究発表一覧




